
「長
なぎ

刀
なた

まつり」　コロナ禍乗り越え、１０年ぶりの踊り当番に意欲

祭礼は時を超えた歴史の語り部

SNSを駆使、150人超の長刀行列であでやかに振る

「すし切りまつり」　境内で披露する長
なぎ

刀
なた

振りが大きな自信へ

「豊年踊り」　かかわった子どもたちの心と故郷をつなぐ魔法

守山三大まつり

　コロナ禍の中止もあり、10年ぶりの踊り
当番となりました。小津神社のおひざ元にあ
たる当番組ですから必ず成功させようと、例
年より早くから準備を進めてきました。
　祭礼に対する世代間の温度差や、遠方に住
む参加者の距離を縮めてくれたのが住民の提
案で始めたSNSです。おかげで150人を超え
る長刀行列を披露することができます。
　たくさんの人に見てもらうことが励みにな
ります。ぜひ、見に来てください。

❖3月から猛練習をしてい
ます。4月13日は本番を想
定した「勢ぞろい」で、いよ
いよ気分も盛り上がってき
ます。
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　若者の都会流出、子どもの減少など、数百年受け継がれてき
た伝統の継承も徐々に難しくなっている中、地域ぐるみで取り
組み、未来へ受け継いでいます。
　多くの人に見物に来てもらい、地域の伝統と歴史にふれても
らうことが守り手にとっての最大のエールです。

❖踊りの衣装や道具を新調
したり、費用負担を軽減す
るためのクラウドファン
ディングも始めました。

祭礼や練習を
Instagramで発信中

❖当日は、見物する人に安
心してもらうため、駐車場や
観覧席を用意しました。

　囃
はや

子
し

や音頭、太鼓打ち
に踊り子、舞を奉納する
巫
み

女
こ

まで、子どもたちは
本番に向けて神社の社務
所や境内でOB・OGを先
生役に練習しています。　

　復活したばかりの豊年踊りを見た地域
のお年寄りがうれし泣きしていたのを覚
えています。今は、豊年踊りに参加して
いた子どもがお母さんになったり、遠方
に出たりした後も帰郷して飛び入り参加
してくれることがあります。
　子どもの時、市指定文化財の祭礼に関
わった思い出はずっと大切に残るもの。
その思いが祭りの役割であり、人と人、
人と時間をつなぐ魔法です。
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　今年、すし切り神事（日本遺産）ですし切りの大
役を果たす今
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 尚
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輝
き

さんは、枇
び

杷
わ

の葉をフナに見立てて練習を重ねています。

　形骸化していた長刀振りが60年ぶり
に復活して3年目。今年も、伝統文化ど
も教室で練習してきた20人以上の子ど
もが参加します。
　つたない技ですがたくさんの人に見に
来てほしい。大きな自信をつけた子ども
たちにとって、故郷の祭礼がうれしい思
い出になってくれたら、大人になった時
も大切に感じてくれると信じています。
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㊤太鼓打ちの練習
㊥�新調した衣装

の確認
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5
0
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前
、欽き

ん
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い
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皇
の
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琵
琶
湖
の
は
ん
ら
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よ
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湖
中
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流

失
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た
社
殿
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再
建
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、
氏
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が
喜
び
の
踊
り
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し
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小
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津
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学
区
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番
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踊
り
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担
当
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、
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に
１
度
、
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が
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っ
て
き
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。

　

令
和
７
年
は
杉
江
町
が
踊
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当
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で
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長
刀
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衣
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を
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も
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さ
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が
実
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さ
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。
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す
し
切
り
ま
つ
り
の
名
で
親
し
ま
れ
る

祭
礼
は
、「
す
し
切
り
神
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」と
、
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ン
ケ
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と
し
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長
刀
振
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れ
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。
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昭
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一
度
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て
し
ま
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ま
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が
、
そ
の
後
、
有
志
の
努
力
に
よ
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昭
和
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年
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存
会
が
結
成
さ
れ
、
復

活
し
ま
し
た
。歌
詞
や
踊
り
か
ら
、元
は
、

中
世
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踊
り
の
系
統
と
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え
ら
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。
現
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は
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5
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さ
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。
現
在
で
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い
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の
胴
内
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3
年
の
記
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確

認
さ
れ
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い
る
、
歴
史
あ
る
祭
礼
で
す
。

　
踊
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太
鼓
持
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と
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打
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、
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取
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と
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つ
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音
頭
取
り
の
歌
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。
歌
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。
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https://www.instagram.com/sugie620?igsh=aGUxNnJqaHhoaWo5&utm_source=qr

